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UX デザイン応⽤教材成果報告 

教材の概要 

本教材では、UX デザインプロセスの基礎を学んだ後に実践できるよう、応⽤編としてユ

ーザー体験の設計からプロダクトの設計、そしてそれらの評価・改善案検討の⼿法の習得

にフォーカスしている。UX デザインプロセスの中でも下流にあたる部分で、ユーザー要

件からプロダクト設計に落とし込む⽅法が学べる内容になっており、実践⼒が必要となっ

てくるため、演習教材と組み合わせて活⽤することで、より具体的な内容を本教材で補完

できる形にしている。 

更に UX デザインプロセスの⼀連の流れを習得した後に学んでほしい内容として、開発チ

ームと⼀緒に UX デザイナーとして働くことを前提に、開発プロセスの中での UX デザイ

ンの位置付けを説明した e ラーニング教材も開発した。 

教材の⽬的 

l UX デザインを実践するための UX デザインプロセスについて学ぶ。 

l UX デザインプロセスの各フェーズで取り組む内容と⼿法を学び、UX デザインが実践

できる状態を作る。 

l プロダクトの設計で使うデザインツール Figma の簡単な操作⽅法を学ぶ。 

l 開発プロセスの中で UX デザインの位置付けを理解し実社会での協業イメージを得る。 
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教材の内容 

教材の対象 

UX デザインの考え⽅や⼿法は、ものづくりの基礎となるため、九州技術教育専⾨学校で提

供している映像、IT、CG、Web 分野で学ぶ⽣徒を対象にする。  

 

 

教材の構成 

UX デザイン応⽤教材は UX デザインの実践に向け 

UX デザイン応⽤編 (応⽤教材・令和７年度) 

項⽬ 概要 教材の種類 

1. UX デザインプロセス 

Phase 4 ユーザー体験の設計 

「ユーザー体験の設計」とは。カス

タマージャーニーマップについて。 

教材 

2. UX デザインプロセス  

Phase 5 プロダクトの設計 

「プロダクトの設計」とは。プロト

タイプの種類・設計⽅法について。 

教材 

3. UX デザインプロセス  

Phase 6 評価・改善案の提⽰  

「評価・改善案の提⽰」とは。評価

⽅法など取り組みについて。 

教材 

4. Figma の使い⽅ Figma の操作⽅法やプロトタイプ

の作り⽅などについて。 

e ラーニング 

5. 開発プロセスと UX デザイン

プロセス 

開発プロセスの中の UX デザインの

位置付けや協業について。 

e ラーニング 
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教材の成果 

成果物⼀覧 

教材タイトル 教材の種類 

1. UX デザインプロセス Phase 4 ユーザー体験の設計 PDF・講師⽤ 

2. UX デザインプロセス Phase 5 プロダクトの設計 PDF・講師⽤ 

3. UX デザインプロセス Phase 6 評価・改善案検討 PDF・講師⽤ 

4. Figma の使い⽅ PDF 

5. 開発プロセスと UX デザインプロセス 動画・PDF・講師⽤ 

 

講座で使⽤したテキスト 

教材 (⼀部抜粋) 

1. UX デザインプロセス Phase 4 ユーザー体験の設計 

 

 

 



IoT イノベーションデザイン学科新設のためのカリキュラム開発事業  

- 4 - 

 

 

 

 

 

講師⽤︓ 

 

2. UX デザインプロセス Phase 5 プロダクトの設計 
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講師⽤︓ 
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3. UX デザインプロセス Phase 6 評価・改善案検討 
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講師⽤︓ 
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4. Figma の使い⽅ 
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5. 開発プロセスと UX デザインプロセス 
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今後の課題 

l 基礎講座では、ユーザー調査やペルソナの設定などユーザーについて理解し、課題やニ

ーズを発⾒していくことを中⼼に学習している。⼀⽅、応⽤講座では、得られた要件を

基にユーザー体験やプロダクトの具体的な UI 構造へ落とし込む能⼒が求められる。 

そのため、Figma の操作スキルや UI制作経験の有無により、進度に差が⽣じる可能性

がある。よって、以下の２段階に分けて構成することが望ましいと考えられる。 

Ø Figma 操作・UI 設計スキルの習得を⽬的とする授業 

Ø UI制作を前提に UX デザインプロセスを実践する授業 

l Figma の操作・UI 設計の経験を上げていくため、e ラーニングで実施した基本操作教

材を複数⽤意し、最低限の操作でプロトタイプ作成に到達できる学習環境を整える必

要がある。また、上級者向けには発展的な課題に取り組めるようレベル差に応じた課題

設定を⾏うことで、受講者の習熟度に合わせた効果的な学習を実現できる。 
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l 応⽤講座では、ユーザー要件を元にプロトタイプを設計し、ユーザビリティテストを通

じてフィードバックを得て改善する流れを扱っている。しかし、現状の教材だけでは。

実務レベルの改善プロセスの⼀部を⼗分にカバーしきれない部分がある。例えば、改善

するためのサイクルをどのような場合にどのような職種の⼈たちと連携し進めていく

のかなど、リアルな現場での例題などを⽤いることが必要と思われる。演習でもリアル

に近いテーマなどで設計はしているが、将来的には企業で活躍する UX デザイナー等

の講話やワークショップなどを設けてリアルな事例に基づく学習機会を提供すること

が望ましい。 

l プロダクト設計（UI 設計）の評価については、事前に評価軸の項⽬を複数定めておき、

それがいくつ以上達成されていれば合格、加点のような形で評価軸⾃体も設計できる

ような経験を積めるとよい。また、ユーザーから直接アンケートなどで改善結果を評価

してもらう⼿法などの活⽤も検討するのが良い。 

 


